
 
 

電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
情
報
通
信
基
盤
は
、
国
民
生
活
、
経
済
活
動
等
に
お
い
て
重
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
情
報
通
信

の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
に
万
全
を
期
す
た
め
、
事
故
防
止
策
に
つ
い
て
、
本
法
に
基
づ
く
対
策
の
確
実
な
実
施
に
努
め

る
と
と
も
に
、
技
術
革
新
や
市
場
等
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
不
断
の
検
証
・
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 
 

ま
た
、
安
心
・
安
全
な
Ｉ
Ｔ
国
家
の
構
築
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
と

し
、
特
に
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

二
、
事
故
発
生
時
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
停
止
等
と
情
報
不
足
の
二
重
の
支
障
に
よ
る
利
用
者
利
便
の
損
失
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
利
用
者
に
向
け
て
の
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
提
供
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

三
、
登
録
講
習
機
関
に
つ
い
て
は
、
組
織
・
人
事
・
予
算
面
等
に
お
い
て
疑
念
を
持
た
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
情
報
公
開
等

を
十
分
図
る
な
ど
、
透
明
性
・
公
平
性
の
確
保
に
配
意
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
講
習
や
修
理
が
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
、
登
録
基
準
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
。 

 

四
、
フ
リ
ー
メ
ー
ル
等
回
線
非
設
置
事
業
者
に
よ
る
無
料
通
信
サ
ー
ビ
ス
や
国
外
設
備
設
置
事
業
者
が
提
供
す
る
情
報
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
既
に
相
当
数
存
在
し
、
今
後
も
そ
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
情
報
通
信
サ
ー
ビ

ス
の
確
実
か
つ
安
定
的
な
提
供
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
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